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【甲革の仕上げ】
○ 水性仕上げ例

※ソフトな風合いの仕上げ

※光沢のある仕上げ

○ ラッカー仕上げ例
※ソフトな光沢のある仕上げ
コンディショナー油性Ａ（布拭き）  →  Ｅトップ ＃560（スプレー塗布）

※撥水性のある仕上げ

○ 手塗り仕上げ例
※薄膜調な仕上げ

※ワックス調な仕上げ

○ コガシ仕上げ例

○ アンチック仕上げ例
※手塗り仕上げ
ＣＬクリーナー（布拭き）  →  リーガルアンティック（スポンジ塗布）  →  毛ブラシ

※スプレー仕上げ
ＣＬクリーナー（布拭き）  →  アンチックカラー（スプレー塗布）  →  毛ブラシ

○ アドバン仕上げ例
※ベール液顔料タイプ

※ベール液染料タイプ

○ シャドウ仕上げ例

ＣＬクリーナー（布拭き）  →  スプレーベースＡＰ（スプレー塗布）  →  ラッカーアメダス（スプレー
塗布）

ＣＬクリーナー（布拭き）  →  フローベース（スポンジ塗布）  →  ＡＣＩ＃104（スポンジ塗布）

ＣＬクリーナー（布拭き）  →  カスタム＃3262（スプレー塗布）  →  コガシワックス（布ブラシ）

コンディショナー油性Ａ（布拭き）  →  Ｃシャドウ（スプレー塗布）  →  ＧＬニュートラル（スプレー塗
布）

一般的仕上げ方法

ＣＬクリーナー（布拭き）  →  フローベース（スポンジ塗布）  →  ＦＧ-ＭＡ改（先芯部スプレー塗
布）  →   新クリスタルワキシー（スプレー塗布）  →  フィラーワックスＳ （布ブラシ）  →  ハイクリ

ＣＬクリーナー（布拭き）  →  フィラーベース（スポンジ塗布）  →  先芯Ａ３０３（先芯部スプレー塗
布）  →  Ｃトップ＃３３６ (スプレー塗布）  →  フィラーワックスＳ（布ブラシ）  →  ハイクリスタル
ワックス（紡毛ブラシ）

ＣＬクリーナー（布拭き）  →  フィラーベース（スポンジ塗布）  →  リーガルクリーム改（スポンジ塗
布） → 毛ブラシ

コンディショナー油性Ａ（布拭き）  →  ピグアドトップ（スプレー塗布）  →  ＫＣワックス（布ブラシ）
→  ハイクリスタルワックス（紡毛ブラシ）

コンディショナー油性Ａ（布拭き）  →  新ＡＶカラー（スプレー塗布）  →  ＫＣワックス（布ブラシ）
→  ハイクリスタルワックス（紡毛ブラシ）
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【靴底の仕上】
○ 革底の仕上げ例

※一般的な仕上げ

※ステイン仕上げ

○ 革底コバの仕上げ例
※ワックス調仕上げ

※一般的な仕上げ

○ スタックの仕上げ例
※ハケ塗り仕上げ

※ディップ仕上げ

○ 合成ゴム底の仕上げ例
※一般的な仕上げ

※密着の悪い素材向けの仕上げ

硬化剤（ハケ塗り）  →  ペーパー掛け（＃180～320）  →  新コバ液（ハケ塗り）  →  毛ブラシ

シンナー拭き（布拭き）  →  エクセレント（スプレー塗布）  →  フィラーワックスＳ（布ブラシ）  →
ハイクリスタルワックス（紡毛ブラシ）

シンナー拭き（布拭き）  →  下処理液ＰＲ →(30分以上放置)→  ＲＢクレープ（スプレー塗布）  →
フィラーワックスＳ（布ブラシ）  →  ハイクリスタルワックス（紡毛ブラシ）

ペーパー掛け（＃180）  →  ソールフィニッシュ（ハケ塗り）  →  フィラーワックスＳ（布ブラシ＃220
1,000～1200r.p.m程度）  →  ハイクリスタルワックス（紡毛ブラシ  500～600r.p.m程度）

ペーパー掛け（＃180）  →  ボトムステイン（スポンジ塗布）  → 乾燥しないうちに毛ブラシ →
フィラーワックスＳ（布ブラシ＃220  800～1,000r.p.m程度）  →  ハイクリスタルワックス（紡毛ブラ
シ  500～600r.p.m程度）

硬化剤（ハケ塗り）  →  ペーパー掛け（＃180～320）  →  皮革コバ＃600（ハケ塗り）  →  フィ
ラーワックスＳ(布ブラシ＃220   1,000～1,200r.p.m程度）  →  ハイクリスタルワックス（紡毛ブラシ
500～600r.p.m程度）

硬化剤（ハケ塗り）  →  ペーパー掛け（＃180～320）  →  カスタム＃4102（ハケ塗り）  →  フィ
ラーワックスＳ（布ブラシ＃220  1,200～1500r.p.m程度）  →  ハイクリスタルワックス(紡毛ブラシ
500～600r.p.m程度）

スタックダイナー（ディップ）  →  ペーパー掛け（＃180～320）  →  スタックダイナー（ディップ）  →
フィラーワックスＳ（布ブラシ＃220  1,200～1500r.p.m程度）  →  ハイクリスタルワックス（紡毛ブラ
シ   500～600r.p.m程度）
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【切り口の仕上げ例】
○天然革切り口の仕上げ例

※Ａ法

※Ｂ法

○ 合皮切り口の仕上げ例
※Ａ法

※Ｂ法

使用素材の状態や作業条件など、変化する要因も多いため、事前に必ず仕上テストを行
い、仕上がり感や物性をご確認下さい。

サーマルコートＳ（１回塗布） → 乾燥後、サンドペーパー掛け（＃320 → ＃500～600） → サーマ
ルコートＳ（１～２回塗布） →  レザーコートＬ（１回塗布）

目止め液＃328（塗り込みながら、磨く） → サーマルコートＭＳ（１～２回塗布） → レザーコートＭ
（１回塗布）

サーマルコートＳＧ（１回塗布）→ 乾燥後（15分以上）→ サーマルコートＳＧ（１～２回塗布）→ レ
ザーコートＬ（塗布）

ＴＸ下塗り（１回塗布）→ 指触乾燥後（10分以上）→ サーマルコートＳ（１～２回塗布）→ レザーコート
Ｌ（塗布）


